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は
一
五
七
〇
年
（
元
亀
元
年
）。
だ
が
そ
れ
よ
り
三
年
前
の
六
七

年
に
ス
ペ
イ
ン
艦
隊
司
令
官
レ
ガ
ス
ピ
か
ら
、
本
国
の
フ
ェ
リ

ペ
二
世
国
王
に
宛
て
た
報
告
書
に
は
、「
ル
ソ
ン
と
称
す
る
島

に
は
、
支
那
と
日
本
の
商
船
が
毎
年
、
交
易
に
来
航
す
る
。
彼

ら
は
先
の
品
々
を
も
た
ら
し
、
日
本
人
は
支
那
人
、
現
地
の
土

人
と
商
い
を
し
、
金
や
蠟
、
鹿
皮
な
ど
を
持
ち
帰
る
」
と
書
か

れ
て
い
る
。

ス
ペ
イ
ン
艦
隊
が
ル
ソ
ン
を
占
領
し
た
と
き
、
彼
ら
は
マ
ニ

ラ
で
一
人
の
日
本
人
を
見
か
け
た
。「
男
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
僧

が
被
る
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
い
た
の
で
質
し
て
み
る
に
、
彼
は
こ

れ
を
肯
定
し
て
名
を
パ
ブ
ロ
と
名
乗
り
、
首
に
十
字
架
を
下
げ

て
い
た
。
彼
は
数
珠
を
求
め
て
き
た
」
と
い
う
記
録
も
あ
る
。

時
期
か
ら
み
て
、
鹿
児
島
あ
た
り
で
受
洗
し
た
日
本
人
で
あ

ろ
う
。

ス
ペ
イ
ン
に
と
っ
て
「
黄
金
の
世
紀
」
と
い
わ
れ
た
十
六
世

紀
、
そ
の
絶
頂
期
に
あ
っ
た
国
王
が
フ
ェ
リ
ペ
二
世
で
あ
っ
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
拠
点
は
ル
ソ
ン
の
マ
ニ
ラ
だ
が
、
島
の
数
は

七
千
を
超
え
る
。
そ
こ
で
こ
の
海
域
の
島
嶼
を
植
民
地
に
し
た

ス
ペ
イ
ン
は
、
国
王
フ
ェ
リ
ペ
二
世
の
名
を
取
っ
て
フ
ィ
リ
ピ

ー
ナ
ス
と
複
数
形
で
呼
ん
で
い
た
が
、
一
八
九
八
年
の
米
西
戦

争
に
敗
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
統
治
下
に
な
っ
て
英
名

こ
れ
は
日
本
船
で
渡
っ
て
行
っ
た
人
間
の
数
で
あ
り
、
南
蛮
船

に
便
乗
し
た
者
も
い
た
は
ず
な
の
で
、
こ
の
人
数
は
さ
ら
に
増

大
す
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
『
黄
金
の
日
々
』
で
は
、
実
在
の
人
物
、

泉
州
・
堺
の
商
人
納
屋
助
左
衛
門
が
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
。
小
説

化
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
自
ら
の
持
船
で
目
指
し
た
の
が
ル

ソ
ン
島
マ
ニ
ラ
で
あ
っ
た
。

南
蛮
船
が
日
本
に
持
ち
込
む
品
は
、
彼
ら
が
支
那
貿
易
で
扱

う
生
糸
、
絹
織
物
、
ル
ソ
ン
の
鹿
皮
、
砂
糖
、
蜂
蜜
、
蠟
な
ど

で
、
日
本
か
ら
輸
出
し
た
の
は
、
良
質
の
小
麦
粉
、
銀
、
銅
、

鉄
、
船
具
、
漆
器
、
塩
魚
、
火
薬
の
原
料
に
な
る
硝
石
、
刀
、

槍
な
ど
の
武
具
、
漆
器
、
屛
風
、
扇
子
な
ど
で
あ
っ
た
。
後
に

鎖
国
に
な
る
と
、
南
蛮
国
側
に
と
っ
て
痛
手
だ
っ
た
の
は
、
軍

事
に
不
可
欠
な
品
々
の
欠
乏
だ
っ
た
と
い
う
。

記
録
に
載
っ
た
日
本
人
の
活
動

先
の
文
禄
二
年
の
日
本
人
渡
航
者
の
記
録
よ
り
以
前
、
ル
ソ

ン
島
近
海
に
お
け
る
日
本
人
の
活
動
状
況
を
伝
え
る
資
料
が
、

ス
ペ
イ
ン
本
国
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
数
多
く
存
在
し
て
い
る
。

そ
も
そ
も
ス
ペ
イ
ン
が
、
ル
ソ
ン
島
の
占
領
宣
言
を
し
た
の

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
に
み
る
日

本
人
町
の
歴
史
は
鎖
国
以
前
に
遡
り
、
多
く
は
交
易
商
人
た
ち

が
先
達
と
な
っ
た
。

彼
ら
が
目
指
し
た
南
洋
の
地
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
を
避
け
て

通
れ
な
い
事
情
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
日
本
人
の
交
易
商
人
の

背
後
に
は
、
長
崎
大
村
と
平
戸
、
豊
後
（
大
分
）
な
ど
の
、
切

支
丹
大
名
の
存
在
も
見
逃
せ
な
い
。

安
土
桃
山
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
、
南
蛮
船
と
呼
ば
れ
た

ポ
ル
ト
ガ
ル
、
イ
ス
パ
ニ
ア
（
ス
ペ
イ
ン
）
の
貿
易
船
、
さ
ら

に
オ
ラ
ン
ダ
船
、
英
国
船
が
日
本
に
来
航
す
る
と
、
日
本
か
ら

も
御
朱
印
船
が
南
洋
の
各
地
に
出
て
行
っ
た
。
な
か
で
も
ル
ソ

ン
（
呂
宋
）
に
渡
っ
て
行
っ
た
日
本
人
は
、
記
録
に
よ
れ
ば
、

文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
だ
け
で
も
四
百
六
十
人
に
達
し
て
い
る
。

南
蛮
貿
易
と
ル
ソ
ン

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
始
ま
っ
て
、
今
ま
で
辿
っ
て
き
た
日
本
人

町
は
、
明
治
の
夜
が
明
け
て
か
ら
、
海
を
渡
っ
て
行
っ
た
人
間

た
ち
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

た
。
多
く
は
カ
ラ
ユ
キ
さ

ん
た
ち
が
主
役
と
い
う
、

若
い
女
性
が
海
外
に
進
出

し
た
、
歴
史
的
に
も
珍
し

い
異
形
の
日
本
人
社
会
で

あ
っ
た
。

だ
が
、
こ
れ
か
ら
辿
る
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